
奨学金の概要　　奨学金の種類　（2025年4月～）

募集/採用

支援区分 自宅 自宅外

（第Ⅰ区分） 29,200円 （33,300円） 66,700円

（第Ⅱ区分） 19,500円 （22,200円） 44,500円

（第Ⅲ区分）  9,800円（11,100円） 22,300円

（第Ⅳ区分）
多子世帯に限る

7,300円（8,400円） 16,700円

（支援区分無）
多子世帯

0円 0円

自宅・自宅外別 45,000円 40,000円、51,000円

共通

（第Ⅰ区分） 0円 0円

（第Ⅱ区分） 0円 0円

（第Ⅲ区分） 20,300円（25,000円） 13,800円

（第Ⅳ区分） 0円 0円

（第Ⅰ～第Ⅳ区
分）多子世帯 0円 0円

（支援区分無）
多子世帯 300円（6,300円） 6,300円

第二種奨学金
（有利子）

20,000円～120,000円　1万円単位で選択可

家計急変
採用

事由発生から
3か月以内

第二種奨学金
（有利子）

授業料後払い制度
（無利子）

学部：　下記より選択可

自宅 自宅外

自宅・自宅外別 45,000円 40,000円、51,000円

共通

大学院：

学部：

　　20,000円～120,000円　　1万円単位で選択可

大学院：

（注１）緊急・応急採用は、家計が急変した者で、その事由が発生した月から１２か月以内である場合には、随時受付けます。

　　　　緊急採用・応急採用ともに貸与奨学金です。

　　　　家計急変採用は、学部生で家計が急変したもので、その事由が発生した月から原則3か月以内である場合、

　　　　随時受け付けます。事前に担当窓口に相談が必要です。返還不要の給付型奨学金です。

（注２）この他に、海外留学のための奨学金制度（利息付）もあります。

（注３）第二種奨学金は、利息付の貸与であり、貸与総額が高額となるため、返済を考えて金額を選択してください。

（注４）給付奨学金の世帯の所得金額に基づく支援区分は日本学生支援機構が審査・決定します。

対象
学種

採用種別 奨学金の種類
貸与（給付）額　　月額

学部

予
約
採
用
・
在
学
採
用

給付奨学金

（予約採用）
高校で募集

（在学採用）
大学入学後
春季募集
秋季募集

※給付奨学金は世帯の所得金額に基づく区分と通学形態に応じて
　月額が異なります。
※生活保護世帯及び児童養護施設等から通学し自宅扱いの方は
　表中の（　）の金額となります。
※支援区分に応じて授業料等の減免を受けることが可能です。

貸
与
奨
学
金

（
要
返
還

）

第一種奨学金
（無利子）

20,000円、30,000円

※上記金額から選択可
※給付奨学金と併用をする場合は第一種奨学金の月額が給付奨学金の区分毎に下記のとおり制
限を受けます。
※多子世帯要件に該当し、授業料等の減免を受ける場合も第一種奨学金の月額に制限をうけま
す。

入学時特別増額貸与
奨学金（有利子）

10万円、20万円、30万円、40万円、50万円　から選択可　 (入学時のみ）

給付奨学金 金額は在学採用の給付奨学金と同様です。

大学院

予
約
採
用
・
在
学
採
用

貸
与
奨
学
金

（
要
返
還

）

第一種奨学金
（無利子）

修士：　50,000円、88,000円　から選択可

学種
共通

緊
急
採
用

貸
与
奨
学
金

（
要
返
還

）

第一種奨学金
（無利子）

随時
（事由発生から
12か月以内）

（予約採用）
秋季に進学先の
大学院で募集

（在学採用）
大学院入学後

春季募集、
秋季募集

50,000円、80,000円、100,000円、130,000円、
150,000円　　から選択可

授業料相当額（上限：535,800円/年）の貸与を受けられる制度。
希望者は「生活費奨学金」の貸与を受けることも可能。
（月額20,000円又は40,000円　選択可）

入学時特別増額貸与
奨学金（有利子）

10万円、20万円、30万円、40万円、50万円　から選択可　 (入学時のみ）

20,000円、30,000円

修士：　50,000円、88,000円　　から選択可
博士：　80,000円、122,000円　　から選択可

応
急
採
用

第二種奨学金
（有利子）

　50,000円、80,000円、100,000円、130,000円、150,000円　から選択可


